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 令和８年１月１０日(土)１０：００、荒井地域交流センターにおいて、「1.17 は忘れない たかさご集会」が開

催されました。高砂市長 都倉達殊様にご挨拶をいただき、講演に入りました。 

 １月１７日で、阪神淡路大震災発生より３１年になります。そこで、荒井町連合自治会(代野恵司会長)と市

民グループ「防災リーダーたかさご」(井端正晴会長)主催の下、平成１７年(１９９５年)の阪神淡路大震災の

時の体験や、それ以降起こった災害への取り組みについて、２名の防災士から話をしていただきました。 

 一人目の中島知重さんは、ご自身が勤務されていた神戸市の印刷会社が被害に遭われ、 

その復旧対策として、高砂市内にあった支店や住まわれていた近隣住民らの支援をうけて、 

会社業務の継続に当たられたと話されました。本当に周りの人たちの行為かありがたかった 

と、この教訓として、よく言われている「自助、共助」に、さらに『近所』の大切さを加えてほし 

いと力説されました。 

続いて二人目の山田哲也さんは、これまで様々な災害現場に出向かれ、ボランティア活 

動をされてきています。その現場で気づかれた課題や、災害現場でのエピソードを紹介さ 

れ、減災の大切さや防災を考えていく上で、今自分にできること、自分の命を大切にする 

こと、人に迷惑をかけないことなど、みんな一人ひとりが考えようと呼びかけられました。 

 今、毎日のように全国各地で地震が発生しています。テレビでは、テロップでどこどこに地震が発生し

ましたとの報道。先日の報道では、マグニチュード７．０以上の地震の日本周辺での発生率は約２０パーセン

トと言われています。心配される南海トラフ地震は、過去１００年から１５０年ごとに発生してきた大規模地震

です。現在、前回の地震から約８０年が経過しており、次の地震の発生確率は８０%程度とされています。政

府の調査によると、マグニチュード８から９クラスの地震が今後３０年以内に発生する可能性が高いとされ

ています。 

地震の発生はいつ起こるか予想するのはなかなか難しいです。突然起こることもあり、日頃からの備え

が重要になってきます。私たちは、ややもするば「のど元過ぎればなんとやら」になってしまいがちです。

一人ひとりが防災について真剣に考え、行動できるようにしておくことが肝要です。 

防災・減災についての備えを考えましょう？！ 

「１.１７は忘れない たかさご集会」が開かれる！ 

講師ː中島知重防災士＆山田哲也防災士(「防災リーダーたかさご」所属) 
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「高砂市防災フェア」が、令和８年１月２４日(土)１３ː00～１６ː００、高砂市役所において開催され 

ました。これは、今年度から、総合防災訓練の実施方法を見直し、初めての開催となり、防災を考 

えるきっかけとなるような催し物として、実施されました。 

屋内ブースとして分庁舎１階、屋外ブースとして駐車場が設定され、数多くの団体の展示物の 

紹介や体験、屋外ブースでは、記念撮影や体験もできました。参加した機関は次のとおりです。 

(1)５日で５０００枚の約束。プロジェクト自、(2)ＮＴＴ西日本(株)自、(3)大阪ガスネットワーク(株) 

自、(4)(株)エアシールド公、(5)(株)ＳＩＣ公、(6)釜谷紙業(株)自共、(7)関西電力送配電(株)自、(8)自衛

隊兵庫方面協力本部自共、(9)高砂アマチュア無線通信協力会自共、(10)高砂市建築住宅課自公、(11)高

砂市社会福祉協議会共公、(12)高砂市上下水道部自公、(13)高砂市消防本部自公、(14)ＷＡＱ(株)自共

公、(15)東播磨県民局総務企画室公、(16)兵庫県ＬＰガス協会加印支部自共、(17)兵庫県行政書士会加古

川支部公、(18)兵庫県警察機動隊公、(19)兵庫県警察高砂警察署公、(20)防災リーダーたかさご自、(21) 

陸上自衛隊中部方面特科連隊公 

〔注〕上記の中での□マークは、自ː自分で備えるのに役立つもの、共ː地域で備えるのに役立つもの、

公ː自治体が行うことを助けるものを表しています。 

発行責任者 荒井地区支え合いづくり協議会 会長 福本隆文 
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各町の取り組みⅠ 「コマダンいきいきサロン」 

令和７年１２月２０日(土)１０：００～１３：００、小松原５丁目自治会館で、いきいきサロン「クリスマス会」が実施

され、サンタクロースとクリスマスパーティーを開催されました。 

その中で、「防災リーターたかさご」の方を講師に迎え、高齢者のための防災講座「いざという時災害か

ら身を守る方法」と題して研修を受けました。 

昼食は、防災食事(アルファ化米、えいようかん)などの食事体験をして、当日参加された２５名の方々か

ら大変勉強になったと喜ばれました。 

「高砂市防災フェア」が開催される！！ 

防災を考えるきっかけに！   初開催 


